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て，松岡（2012）は，「ワンポイント巡検」の実施を提案している  5） 。1単位時間で観察する地理的事
象を絞り，振り返りを丁寧に行うことで，地理的な見方や考え方を育成できることは，川久保（2015）














かせられると述べ，地図で思考を促し短時間でも野外での観察が必要であると指摘している  10） 。文部
科学省（2009）は「観察や調査などの活動を行う」と明記している  11） 。また筆者は以前，身近な地



















小 学 校 防災マップづくり（生活科，社会科，総合的な学習の時間など）
・危険なところ，公共施設，防火・防水施設，災害時に役立つ施設を知る
・地図を身近に感じる　地図から読み取る　絵地図を描く
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































点・線・面・ラベルの追加 ○○○ ●●●● ★★★★
写真・説明文の添付・表示 ○○○ ●●●● ★★★











































化，課題を読み取り，地図や資料をもとに解決方法を考察する  18） 。このプロセスは地理的見方や考え
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